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 Procedure(  1  50m1 solution) 

        1. o -Dianisidin 2m1M1..................7 3mq 

      2. /2-naphthol ...........................4 3in$ 

    3. Acetone .................................1 5m1 

       4. 0.11\1 Tris - HAc .....................1 5m1 

    5. H2O .......................................1 1 8.5 ml 

    6. 3~H2O2 .................................1.5ml 

Tris-buffer, pH4.0 • 

    1. Tris .......................................6. 0 5 9 

2. CH30O0H ..............................3 0 ml 

       3. H2O (added to) .....................5 0 0 ml 

11202 solution 

     1. 30d%H202 ..............................10m1 

    2. CH3C0OH (1 0 0% )1 ml 

   3. H2O .......................................89ml

なお、呈色反応は下記の ように進行する。

2鳥 取オキ ノヤマ天然 スギ の外部形質 におけ る変異

宮 崎 安 貞

オキノヤマ天然スギは古 くから地元人工林用のアカざしあるいはアオざし苗木の給源 として活

用されてきたが、それとともに林木育種の母本材料 として脚光を浴び、例えば関西林木育種場で

はそのために約400系 統が確保されている。九大粕屋演習林林木育種試験地では、昭和45年



度 に温室 において オキノヤ マス ギ2C8系 統 を系統 当 り1～20個 体 ずつ挿 しつけて育種用原 原種

の充実を計るとともに、(1)オ キ ノヤ マスギの外部形質の変異、② オキノヤマスギの同位酵素 におけ

る変異性 につ いて測定 、分析 を実施 してきた。

本報告 ではその うち(1)の外 部形 質の変異にっいての調査結呆 を報告す る。 なお、本研究 は昭和

45年 度科研(総 合研 究A,466CC6)で 分 担 した研 究の一部 である。

材 料お よ び 方 法

昭和45年11月6～8日 に、鳥取営林署管 内海抜gce～1CGOmに 分 布す るオキノヤマ天

然 スギ を調査 した。調査 は毎 木調査 お よび個体の精細 な位 置図作製 で、同時 に各個 体か ら力枝付

近 の針葉 を着けた枝 を採取 し、1t月9日 に梱包 して九大粕演 に送 り、11月19日 か ら針 葉の

量的形質 の測定 を行 なった。着荷 時の点検では、針葉は異状 が認め られ たかつ た。 測定 した個体

は大径木、 中径木、小径木、 稚幼樹 あわせて2C5個 体 であつた。

オキノヤマスギの量的形質は、針葉 にっいてつ ぎの5形 質である。 測定 はス ライ ド影写機で10

倍 に して投影 して、影像にっいて直接測定 を したが、は なはだ便利 であっ た。

(1)緑 枝 長

緑枝長は、2年 生緑枝 の部分 を5回 ランダムに測定 してその平均 値で示 した。 測定単位 はua

で ある。

(2)針 葉 長

針 葉長は針葉 のつけ根上部か ら葉 の先端 までの長 さを測 り、観 単位 であ らわ した。

(5)矢 高

矢 高は上記針葉長 を求め るときに引いた直線 と針秦体 との間隙が最 大 となる ような両者の問

隔 を観 単位 で示 した。

(4)岐 出 角

針葉の岐出角は、葉軸 の中心線 と針葉基 部の岐 出線 に よつてで きる角度で あらわ し、度単位

で測定 した。

(5)展 葉 度

展葉度は、緑枝 の横幅が最大 となる点 を求 め、横 幅であ らわ し、観単位 で測定 した。

(6)わ ん 曲 度

わん 曲度は矢高に対する針葉 長の比率で あらわ した。

オキノヤマス ギの上記5形 質の変異 をムマイ、 イ トシ ロと対応 して示せばつ ぎの諸表 の とお り

で ある。
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オキノヤマ、 ムマイ、 イ トシロの天然林5地 域間では、わん 曲度が1%の 水準で有意 であつ た。

オ キノヤマス ギは、わん 曲度が表一5に 示す と吾 りわん 曲度8か ら59ま で 趨現 し、そ の平均 は

15.55で 他 の天然林 に比ぺ るとい ちじる しく高 い値を示 したcr高 いわん曲度は針葉 の曲 りが小 さ

く直線型 に近い ことを示す。 これ に対 してムマ イ、 イ トシBで はわん 醗度4か ら最高22ど まb

で あるから、 これ らの天然林の針葉 は相対的 に曲 りが大 きい といえ よ う。 オキノヤマスギの針葉

の第2の 特徴は鮫墨角度が 掃 度か ら56度 ま でと変異の福 が大 きい ことである。 表 一一5va示 さ

れる ように、 オキノヤマス ギは針葉の軸へ の着 き方が比較的横 に平た く出る傾 向が ある といえ よ

うo

な 論、精 しい分析 は 目下継続 しつつ ある ところで、 ここではお 診 よその途 申経過 を報告 す るに

とどめることとするo

ろ ヒ ノキ 属 オ ー プ ン種 子 の採 集 量 に つ い て

宮 島 寛 。 宮 崎 安 貞 ・柳 池 一 馬

採集 した ヒノキ属母樹は、 まず九大粕屋演習林林木育種試験地内に設定 されている ヒノ キ 。ク

mu一 ン集植地か ら54クmu-一 一ンで、そ のなか には1966年4月 に九州林木育種場か ら分譲された

ヒノキ精英樹26クn一 ン、同 じくナ ンゴウヒ1.クローン お よび粕演内で個 体選抜 されft7クra

一 ン が含まれて いるoこ れ らに粕演生 ケ谷 のナ ンゴ ウヒ2林 分お よぴ同飯盛に生 育 してい るナン

ゴウヒ 葉林分の計5林 分のナ ンゴウヒが加え られてい る。 さ らに、サ ワラの種子 を採集 した。

結 果 論 よ び 考 察

1.ヒ ノキ精英樹の最近5力 年の種子豊 凶性

ヒノキ精英樹 雀2クgx一 ンお よび粕演itノ キ1クn-一 ン計15クローン にっhて 、最近5年

聞の採種量 をグ ラム単位で示す と表 一1の とお りで ある。

表一 壌か ら判 ることは、昭和45、45両 年 度が豊年に当つて、昭和44年 度が不 作の年 と

考え られ るこ とである。す なわ ち昭和45年 度は前年比566%の 種子が採集 されたoし か しな

が ら、母樹別 に精 しくみてみ る とx採 種量 は昭和45年 壁において前年度 よbも 豊作 となつた

母樹 は供試15ク ローン中10クm-一 ンで、逆 に不作 となつた母樹は3ク 綴一 ンを数えている。

この ように、5年 間の種子採集量 のパ ターンが 凹型(中 央年度が不作 を示す)を 示す 系統 と反

対に凸型 ない し漸増 。減型 を示す不安定 な系統が あるのでは ないか と考え られ る。精 しい こと

は、今 後の研究 にまちたV㌔


